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研究の概要 
「向社会行動は，共感的苦痛の回避なる内在的動機と，他者から見た自分の評価という心の理 
論により価値付けられた社会報酬なる外来的動機により誘導される行動であり，共感と心の理 
論の共存的発達を必要とする」とのモデルを，発達過程の行動解析，病理群との比較，ならび 
に文化間差異の検出を用いて検証する。 
研 究 分 野：総合領域 

科研費の分科・細目：情報学・認知科学 

キ ー ワ ー ド：機能的 MRI、向社会行動、文化間差異、共感、心の理論、広汎性発達障害 

１．研究開始当初の背景 

ヒトの社会は、遺伝的に無関係な個体の間で

の役割分担と協同により成立している。他者

を利するための自発的な行為（向社会行動・

利他主義）がその本質であり、ヒト以外の動

物には見られない。一方で、生物としてのヒ

トには、他の生物と共通な、個体保存と目的

とする利己的な行動原理が存在する。利他主

義の獲得を説明するために、文化的な進化お

よび遺伝子-文化の共存的進化を考える必要

がある。 

 

２．研究の目的 

「向社会行動は、共感的苦痛の回避なる内在

的動機と、他者から見た自分の評価という心

の理論により価値付けられた社会報酬なる

外来的動機により誘導される行動であり、共

感と心の理論の共存的発達を必要とする」と

のモデルを発想した。この仮説を、機能的Ｍ

ＲＩを中心に、発達過程の行動解析、病理群

との比較、ならびに文化間差異の検出を用い

て証明することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

機能的 MRIを用いて、自他相同性、自他区別、

制御・抑制機能、共感と心の理論の関係、な

らびに向社会行動に関与する神経基盤を明

らかにする。さらに、向社会行動の内在性お

よび外来性動機を与える神経基盤を明らか

にする。これらの課題を疾患群、ならびに異

なる文化圏群へ適用する。乳幼児縦断観察・

行動解析により、先行する自他相同性に自己

認知に伴う抑制が出現することを証明する。

学童期縦断観察・行動解析・MRI撮像により、

向社会行動の動機に関する発達過程と脳活

動パターンの変化を明らかにする。 

 
４．これまでの成果 

【要素過程の神経基盤と疾患群への適用】 

(1)相互模倣時の「自己の動作と他者の動作

の同一性の認識」に関わる神経活動が、人間

の身体部分に特異的に反応する視覚領野で

ある Extrastriate body area（EBA）で見ら

れ、その強度が自閉症傾向と逆相関し、自閉

症スペクトラム群（ASD）では減弱している

ことが判明した。 (2)２台の MRI を用いて、

2 個人間の相互作用中の神経活動を同時に計

測するシステムを開発して、共同注意とアイ

コンタクト時の神経活動を計測したところ、

アイコンタクト中の"脳活動共鳴"が右下前

頭回において見られ、意図の共有に関与して

いることを示した。ASD と正常者のペアでは、

右下前頭回での個体間"共鳴"が消失してい

た。この領域と右上側頭溝の機能的結合は、

向社会行動の神経基盤と発達過程の解明 
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ASD の相手をした正常者でのみ低下しており、

その強度は共同注意課題の成績と正相関し

ていたことから、共同注意の成績は、視線処

理のみならず、アイコンタクトを介した間主

観性にも依存することを示唆する。(3) 自己

顔評価に関連する右前頭－頭頂領域のうち、

「自己への関心」と「自己評価」は右側前頭

領域において独立な神経基盤をもつこと、自

己顔認知に伴う自己意識情動に関連する神

経基盤として島が重要であることが判明し

た。(4)嘘判断は道徳判断（規範性）の神経

基盤と、意図性の神経基盤により表象されて

おり、左側頭頭頂結合はその両者に関係して

いることが示された。(5) ASD で障害のある

皮肉理解の神経基盤は、心の理論の神経基盤

の一部が関与すること、比喩の神経基盤とは

異なることが明らかとなった。 (6) 向社会

行動は、社会報酬を最大にするような行動と

して選択される場合があり、その際金銭報酬

と社会的報酬等異なる報酬を同じスケール

に変換し比較するプロセスが想定される。機

能的 MRI 実験により、異なる報酬が線条体に

おいて「脳内の共通の通貨」として処理され

ていること、さらに社会的報酬の評価には、

線条体を含む報酬系と心の理論の神経基盤

の相互作用が関与していることが明らかと

なった。 

【発達観察】(7)乳児における行為の知覚と

自身の運動発達の程度には強い関係がある

ことが判明した。これは他者の行為を理解す

るためには、観察した他者の行為を自己の運

動表象に写像する必要があることを示す。 

【文化差】(8)自己解釈スタイルに関する文

化差比較実験では、内側前頭前野と自己解釈

スタイルの関係が明らかになった。(9)情動

画像に対する反応の文化差比較実験では、日

本在住の日本人は北米在住の白人よりも扁

桃体の活動が高いことが分かった。(10)ネガ

ティブな情動刺激に対する注意バイアスへ

の文化的影響に関する実験では、文化的プラ

イミングにより被験者の前頭前野活動に違

いが出ることが示された。 

 

５．今後の計画 

(1)平成２３年度に収集を終えた、５ヶ

月時点から６歳までの参加児の感情理

解、心の理論尺度課題、言語発達検査の

前向き縦断データを解析し、初期の社会

的知覚・認知と、後の感情理解や心の理

論といった高次の社会的認知の関係を

明らかにする。 

 

(1)生理研に新たに導入された2個体同時

計測MRIシステムを用いて、共同注意と相

互注視に関連する課題を詳細に追求し、社

会能力の基礎である２個体間相互作用（間

主観性）の神経基盤が明らかにする。 

 

（3）向社会行動の大きな動因であると想定

されている「共感」に基づく向社会行動の

機能的MRI実験を推進し、その神経基盤が明

らかにする。 
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